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 要  旨 
今日，Web を利用することで様々な文書を入手できるようになった．そのため膨大な文書の中
から必要とする文書を効率的に得るために情報検索技術が必要となっている．情報検索技術の分
野において，文書の集合を内容的に類似している文書どうしでまとめ，いくつかの文書群（以下，
クラスタとする）に分けるために，文書クラスタリングという手法が用いられている．クラスタ
がどのような内容かを表すためにクラスタ中の文書から抽出した重要語をラベルとして付与する
ことが多い．しかし，重要語のみではクラスタの内容を把握しづらいことも少なくない．このと
き，タイトルが付けられていればクラスタの内容がより把握しやすくなると考えられる． 
クラスタに対してタイトルを生成する研究はないが，単一文書に対してタイトルを生成する研
究としては，重要語抽出と単語の並びによるタイトルパタンを用いてタイトルを生成する研究や
3-gram（3 つの単語の並び）に基づく確率などの語順を用いてタイトルの生成を行う研究がある．
しかし，日本語は英語などに比べて語順は割と自由な言語であるため，係り受け構造の方が重要
であると考えられる．そこで，卒業研究において係り受け構造を基にしたタイトルパタンを適用
することで，クラスタの内容に沿ったタイトルを生成することを試みた．しかし，一部のタイト
ルパタンがラベル（クラスタの内容を表す単語）と同等以上の精度を示した程度であった． 
本研究では，新聞記事タイトルに多く出現するタイトルパタンを用いた抽出，文どうしのマー
ジを行うことで，よりクラスタの内容に沿ったタイトルを自動生成する手法を提案し評価した． 
内容の適切さの評価において，本手法の F 値が比較手法よりも高い値となったことから比較手
法よりも人手により近いタイトルを出力可能であることを示した．また，タイトル候補どうしの
マージによってタイトルの精度が向上していることを示した．言語表現の自然さの評価において，
抽出によって作成されたタイトルは日本語として特に問題ないことを示した．マージによって作
成されたタイトルはマージの実施に制限をかけること，マージする際の文節の順序に優先順位を
設けることで改善されると考えられる． 
今後の課題としては，ニュース記事やブログといった文書のジャンルを考慮すること，人が行
うような複数の事物の言い替えを考慮することが挙げられる．また，クラスタの内容の類似度合
によって適切なタイトルの長さが異なると考えられる．そこで，クラスタの粒度を測定し，適切
なタイトルの長さを調整することが挙げられる． 
 
